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個別計画を作りましょう

誰が支援し、どこへ避難させるかを、避難支援者や関

係者で話し合い、「個別計画」を作っておきましょう。

要配慮者へやさしい環境づくり

車いすでも避難路は通れるか、放置自転車などの障

害物がないか、耳や目の不自由な人や外国人向けの

避難伝達方法などはあるかなどを点検し、要配慮者

に対応した環境づくりをしましょう。

一緒に防災訓練に参加

要配慮者と一緒に防災訓練を行い、その際、災害が

起きた時の安否確認や避難支援体制など、具体的な

支援内容を決めておきましょう。

日頃からのコミュニケーションを

災害時の支援活動をスムーズに行うためには、要配

慮者とのコミュニケーションを日頃からとっておくこ

とが大切です。

日頃からの準備

高齢者や障害のある人、妊産婦、乳幼児などの方は、要配慮者といわれ、

災害時に特別の配慮が必要です。

本書では、日頃からの準備や避難の手順、避難所での配慮事項など、要

配慮者の安全確保に必要な項目を簡潔にまとめました。

施設や地域の要配慮者の方の災害時の支援にお役立てください。
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要配慮者とは

日頃から交流し、
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避難の手順
台風情報が発表されてから避難するまでの流れ

要配慮者の避難誘導は

できる限り複数人で

対応してください。

❸ ❹

1
「避難準備・高齢者等避難開始」

が発令されたら、自身の安全を確

保しただちに要配慮者宅へ駆け

つけ安否を確認しましょう。

災害状況などを大きな声で説明

し、どのような支援が必要か聞き

ましょう。

2
要配慮者の非常持出袋を持って

避難所へ移動。

避難所への移動が危険な場合は

要配慮者宅に留まり、サポートし

ましょう。

3
介護者がいる場合、介護者ととも

に支援しましょう。

一人の要配慮者に対してできる

限り複数人で対応しましょう。

4
避難誘導する際は、要配慮者の体力を見

ながらゆっくりと誘導しましょう。

急を要する際は背負ったり、担架にのせ

て避難しましょう。

5
避難所では本人に確認のうえ、ト

イレなどが使用しやすい場所を確

保しましょう。

体力が低下しないよう、食事、トイ

レ、室温などに気をつけ、声かけ

をしましょう。

6
避難所での対応が困難な場合は

福祉避難所へ移送しましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告や避難指示（緊急）を

発令することが予想される場合

避難に時間を要する人（高齢

者、障害のある人、乳幼児等）と

その支援者は避難を開始しま

しょう。

災害時の要配慮者への対応方法

【高齢者】背負ったり、肘や肩につかまってもらって誘導しましょう。危

険箇所は指差し確認などして注意を促しましょう。

【歩行が困難な人】車イスの場合、階段では必ず3人以上で援助しま

しょう。上がるときは前向き、下がるときは後ろ向きで移動しましょう。

【視覚に障害のある人】誘導は手を引くのではなく、肘か肩を持っても

らって行いましょう。

【聴覚に障害のある人】顔をまっすぐ見て、口を大きく動かしてゆっくり

話しましょう。筆談は要点をまとめて分かりやすくしましょう。

【外国人】身振り手振りで誘導しましょう。

要配慮者の非常持出袋

（例）高齢者なら…

•お薬•お薬手帳•介護保険被保険者証

•老眼鏡•補聴器•入れ歯

•大人用おむつ　など

福祉避難所

災害発生時に指定避難所での避難生活が困難な

要配慮者を受け入れる避難所です。

※福祉避難所は、必要に応じて市町村が開設します。



避難所で配慮すること

プライバシーの

確保が大切です。

❺ ❻

要配慮者に

やさしい

空間づくり

要配慮者の

特性を踏まえた

対応

バリアフリー

間仕切りをしましょう。

個室があれば個室を準

備しましょう。

介護する家族などの居場

所を一緒に配置しましょう。

床に直にではなく、段

ボールなどでベッドを準

備しましょう。

本人の意向を確認のう

え、トイレなど利用しやす

い場所に配置しましょう。
110㎝

階段などがある場合に

は、スロープ板などを用

意しましょう。

通路は車イスが通れる

110㎝の幅は確保しま

しょう。

要配慮者への援助を手

伝ってくれる人を募集し

ましょう。

要配慮者以外の方の理

解を求めましょう。

介護する人にも

介護しやすい

環境を！

要配慮者の特性によって

配慮する内容は様々です。

生活環境が変わると、日常的

な行動も困難になりますの

で、避難所内の案内を行い、ト

イレや水道などの場所を確認

してもらいましょう。

視覚に障害のある人

音声では情報が受け取れな

いので、重要な情報は必ず文

字で掲示・伝達するようにし

ましょう。

聴覚に障害のある人

自力での衣服の着脱や食事

などが困難な場合が多いの

で、本人の意向を確認したう

えで、介助しましょう。

肢体に障害のある人

環境の変化を理解できずに気

持ちが混乱する場合がありま

すので、顔見知りの方にも協

力してもらって適宜話しかけ

るようにしましょう。

認知症のある人

乳児には哺乳が必要ですの

で、プライバシーに配慮した

授乳スペースを確保しましょ

う。

乳幼児

急激な環境変化でパニックを

起こすこともありますので、家

族とも相談して、仕切られた

空間を用意するなど落ち着け

る環境をつくりましょう。

知的障害のある人／発達障害のある人

例えば…

車イスの方でも利用でき

る、洋式トイレを用意しま

しょう。


